
釧路森林資源活用円卓会議 講演会

（平成25年度第2回人材育成研修会）

   

た だ ち ひ ろ

この北海道で生まれた言葉で、子どもをはじめとするす

べての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」取組

のことです。それは、子どものころから木を身近に使って

いくことを通じて、人と、木や森との関わりを主体的に考

えられる豊かな心を育むことです。

日 時 ： 平成２６年１月２３日（木） 午後２時３０分から午後５時００分まで

会 場 ： 釧路工業技術センター 2階会議室

釧路市鳥取南 7丁目 2番 23号 電話 55-5121

※入場は無料です。

主 催 ： 釧路森林資源活用円卓会議、釧路市

【問合先】釧路市 産業振興部 農林課 農林振興担当 山本

〒085-0292 釧路市阿寒町中央 1丁目 4番 1号（阿寒町行政センター内）

TEL 0154-66-2121（代）、FAX 0154-66-2223

E-mail ： no-nourin@city.kushiro.lg.jp

【講師プロフィール】

認定特定非営利活動法人日本グッド・トイ委員会理事長、東京おもちゃ美術館館長、芸術教

育研究所所長、早稲田大学非常勤講師。

２００８年、新宿区の廃校となった小学校を利用した「東京おもちゃ美術館」を設立。２０

１０年より林野庁の補助事業を受託し、｢木育円卓会議｣を通じての木育の普及啓蒙を進め、全

国各地に地域材を使った木育スペースを設置することに奔走、沖縄県国頭村の「やんばる森の

おもちゃ美術館」、無印良品店舗内の「木育広場」などの開設に関わる。木製玩具だけを集めた

家族参加型イベント｢木育キャラバン｣なども開催。また「東京おもちゃ美術館」のユニークな

国産材の木の利用によって、林野庁長官から感謝状を受け、さらに年間 10万人の入館者を集め

る経営手法を評価され、経済専門誌から日本の社会起業家 30人の一人に選ばれる。現在、暮ら

しの中に地産地消の木製商品を取り入れる「ウッドスタート」運動を１２市町村と展開中。

東京おもちゃ美術館

館長 多田 千尋 氏

「木育」とは？

「赤ちゃんからはじめる木のくらし

～生涯木育のすすめ～」
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